
近畿地方整備局 河川部河川環境課 

「かわ」と「まち」のおいしい関係 
～かわまちづくり支援制度～ 



    かわまちづくり（支援制度）      
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かわまちづくり（支援制度） 
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    かわまちづくり支援制度実施要綱の改訂概要（H28.2） 
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地域振興や経済活性化に向けた取組支援（占用準則の緩和） 

平成２３年３月の準則改正により、全国の河川で民間事業者が、飲食店、オープンカフェ、
広告板、照明・音響施設、バーベキュー場等を設営することが可能となった。全国で水辺
空間の様々な利用が加速している。 

占用施設のイメージ 
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    河川敷地占用許可準則の改正 
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＜様式１＞瀬田川かわまちづくり 淀川水系瀬田川（滋賀県大津市）   かわまちづくり ハード施策事例（参考） 
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緩傾斜護岸 

管理用通路 

散策路 

自然環境保全・創出広場 自然体験交流広場 

休憩所（あずまや） 縁台 健康器具 

トイレ 

アクセス坂路 

臨時駐車場 

通常時駐車場 

緩傾斜護岸 

河川管理者 

推進主体 

ハード施策   ・・・「かわまちづくり」において河川管理者が推進主体と連携して、まち空間と融合 
（河川管理者）   する河川空間を創出するために、治水上及び河川利用上の安全・安心に係る 
            河川管理施設を整備する施策 

推進主体の整備等に対する補助金 
 「都市再生整備計画事業（まちづくり交付金）」「公園整備事業」「地方創生推進交付金事業」 など 



＜様式１＞瀬田川かわまちづくり 淀川水系瀬田川（滋賀県大津市）   かわまちづくり 事例（守山市 野洲川） 

＜この空間を、ぜひ＞ 
 

＜わたしのお勧め！＞ 
・地域の活性化に取り組む野洲川下流田園空間博物館・田園空間センターでは、野洲川での遊覧・漁業体験などの地域の特徴を活かした
イベントが開催されています。また、整備箇所周辺では、野洲川の堤防をコースに利用した「野洲川健康ファミリーマラソン」や滋賀県
唯一の公道自転車ロード・レースである「守山野洲川クリテイリウム」が開催されています。 

＜かわまちへの思い＞（行政・市民団体等） 
 中洲学区は野洲川に寄り添いながら暮らしてきた地域です。頻繁に発生する大水
害への対策として新放水路が整備され、安全性は向上しましたが、野洲川や伏流水
の恵みを受け豊かに育ってきた生活や文化は失われてきました。 
 中洲学区にとって野洲川は外せない「たからもの」であり、その恵みを再評価し
まちづくりの中心に据えていく必要があります。野洲川に親しみやすい環境を整備
し、様々な世代の人が集まる場として整備していきます。 
  

＜アクセス＞（(仮称)野洲川中州地区河川公園） 
・滋賀県守山市幸津川町(R477号幸浜大橋上流) 
・琵琶湖大橋東詰から車で約１０分 
・緯度・経度 35.111442 135.985879 
＜施設＞ 
・公園内に駐車場・トイレあり 
 

＜問い合わせ先＞ 
・守山市役所 都市経済部 国県事業対策課 
 TEL：077-582-1133 

水辺に近づきにくい 
河川利用しづらい 

整備前 

みんなで作ろう・みんなでくだろう・
さあ体験だ！ 

「野洲川冒険大会」は、ふるさと
野洲川の自然を舞台にいかだくだ
りなどを実施することにより、冒
険心をゆさぶり、チャレンジ精神
を育むこと、また、体験を通じて
親子、仲間、地域住民同士交流の
機会を創出することを目的に開催
されております。 

現状（整備後） 

企業による清掃状況 ＢＢＱ利用状況 いかだ下り 水防訓練状況 

・平成29年度に野洲川中洲親水公園（あめんぼう）が完成しました。平成30年のいかだくだりでは、
56艇のいかだと約280人の参加者が集まり、またカヌー体験や野洲川の水をくみ上げて設置したプール
などの体験イベントや模擬店を開催しており、いかだくだり参加者やその関係者で賑わっていました。 
・企業による清掃も行われるなど維持管理もされており、今後も地域活性化に向けた取組を行っていく
ところです。 

活用状況 



＜様式１＞瀬田川かわまちづくり 淀川水系瀬田川（滋賀県大津市）   かわまちづくり 事例（箕面市 箕面川） 
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○推進主体：箕面川床協議会 
   構成員：箕面市（事務局）  大阪府 京都市立 
        芸術大学  京都造形芸術大学 等 
○代 表 者：京都市立芸術大学 
        名誉教授 池上俊郎 
○整備状況：完成供用中 

施設整備の状況図 

管理運営体制図  
○名勝地の箕面山は我が国最初の公園地で、明治31年には大阪府営箕面公園が開設。昭和42年には「明
治百年記念事業」として国定公園に指定された。箕面市かわまちづくり計画では、ここで「箕面川床」を中心にし
た水辺空間の活用を実施。 
○関連事業である「石畳と淡い街灯まちづくり支援事業」により滝道の美装化を進めると同時に、箕面川にかつ
て存在していた川床を復活させたことで、“明治の森へいざなう街・箕面”としての一体的な価値形成に成功。 
○箕面川床営業期間中の箕面公園入込客数は、川床本格実施の平成24年以降、大幅な増加傾向にある。 

PRポイント 

【民間事業者】 
磯よし、音羽山荘 

公募・選定 

【箕面川床協議会】 
（事務局：箕面市） 

学識者 
地元の団体 

観光協会 ※占用主体 

許可申請 

【河川管理者】 
大阪府池田土木事務所 

使用料 

占用許可 箕面川床協議会は、
原則毎年10月と3月に

開催。民間事業者に
対して毎年ヒアリング
を行ったうえで、メ
ニューの見直しを指示
するなど、ニーズに合
致した店舗となるよう
適切な助言・指導を
行っている。 

民間事業者の参入に
あたっては、3年ごと
に公募のうえ選定。 

川床施設の整備及び
維持管理については、
民間事業者が自ら責
任を持って実施するこ
ととしている。 

展望デッキ（川床）の設置などのハード施策を実施。 

「石畳と淡い街灯まちづくり支援事業」と
同時に取組を実施。 

転落防止柵の設置、滝道の美装化、ガス
灯風照明灯の設置などで、滝道は快適
な歩行空間が確保されている。 

位置図 

箕面市 

取組内容：国定公園内の「箕面川床（みのおかわゆか）」で 心ときめく せせらぎごはん。 
 平成22年度から、河川敷占用許可準則の特例措置により河川占用の規制緩和を受け、箕面川にかつて存在していた川床を社会
実験の形式で復活。好評を博し、平成24年度からは本格実施を開始。水辺空間を活かした箕面ならではの新たな観光拠点として
賑わい創出に大きく寄与している。 

○府営箕面公園の入込客数 
 （主な箕面川床営業期間である4月から10月の延べ人数） 



＜様式２＞大阪市かわまちづくり 

大阪市により整備された遊歩道（とんぼりリバーウォーク） 

・公募により選定された民間事業者が、遊歩道の管理・運営を行い、オープンカフェやイベントの 

 誘致、広告事業などを民間ノウハウを活かして展開しています。 

・こうした賑わい創出の取り組みにより水辺と地域の魅力が向上し、多くの店が川に入口を向けたり、 

 民間による観光舟運も活発に行われるなど、さらなる賑わいの創出に積極的に取り組んでいます。 

民間との連携による賑わいあふれるミズベづくり 

淀川水系道頓堀川他（大阪府大阪市） 

整備前 

整備後 

川側に入口が向いた店舗 歌舞伎船乗り込み（イベント） 民間による観光舟運 

   かわまちづくり 事例（大阪市 道頓堀川など） 
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かわまちづくり 事例（山形・広島） 



かわまちづくり （おわりに） 
本省ＨＰ 

近畿地方整備局管内の河川での「かわまちづくり」計画の策定等に関する 
専用窓口は、河川部河川環境課（国管理区間）、地域河川課（都道府県管理区間） 

 
お気軽にご相談下さい。 


